
永山治社長（中外製薬（株））が来訪されました。

　中外製薬は、大阪大学と共同で開発した生物学的製剤であるアクテムラ

を発売した会社です。

アクテムラは、それまでの生物学的製剤が炎症サイトカインの中の「TNα」

をターゲットとした薬剤であったのを、世界に先駆けて「IL-6」をターゲット

とした薬剤として世界に向けて発売されました。

異なった作用機転の薬剤が発売されたことで、リウマチ治療の選択が広がり

ました。

アクテムラは日本が開発した唯一の生物学的製剤であり、他の生物学的製剤

にはない特性を持った薬剤で、今後もますます世界に広まることを期待して

います。

余談ですが、永山社長の英断がなければアクテムラが世に出ることは難し

かったのです。

個人的には、隠れた「プロジェクトX」だと思っています。


